



























PIB: Pittsburgh compound B 
6-OH-BTA-0 ： 2-(4’-Aminophenyl)-6-hydroxybenzothiazole 
Tsujisss, Public Central Hospital of Matto Ishikawa 
11C-PIB PET 撮像法 
• 薬剤投与 555±185 MBq (15±5 mCi) 
• A）ダイナミック収集 70分 
– 薬剤投与と同時に収集開始 
– フレーム時間 回数  時間 
– ① 10 秒  6 回   1 分 
– ② 20 秒  3 回   1 分 
– ③  1 分  2 回   2 分 
– ④  3 分  2 回   6 分 
– ⑤  5 分  12 回 60 分 
• B）後期像のみ 20分 
– 薬剤投与後 50分-70分 
– ①  5 分  4 回 20 分 





























18F-FDG PETおよび11C-PIB PETで典型的な所見を示すが，VSRAD advanceによる
解析で海馬の萎縮は軽度である。このように11C-PIBの集積程度と海馬萎縮の程度は















































　データ解析としては，50-70分の後期像を用いて算出する standard uptake value 













Tsujisss, Public Central Hospital of Matto Ishikawa 
144 
Tsujisss, Public Central Hospital of Matto Ishikawa 
症例 アルツハイマー病 
• 70歳代女性  ApoE4/3 
• VSRAD plus 3.25 














Tsujisss, Public Central Hospital of Matto Ishikawa 
症例 レビー小体病 
• 80代男性 
• H/M 早期像 1.21 







蓄積型と平衡型に分けられる。前者はPatlak plotによりInflux rate（Ki）を算出し（Patlak 
et al., 1985），後者は Logan plotにより分布容積（DV）を算出する（Logan et al., 
1996）。11C-PIBは後者を用いる。参照部を用いた DVRの算出式を図 14に示す。参
照部の k2’が式に含まれ，値として 0.20や 0.15（min-1）* 1が用いられるが，結果には
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ダイナミックデータのグラフ解析 
• 蓄積型 
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質より高いか 同等か 低いかで，陽性・疑い・陰性の 3段階に評価する。一方，定量
評価に用いられる参照部位は通常小脳皮質であるが，集積が低いため周囲の高集積部
位やノイズの影響を受けやすく，用手 ROI設定では値が安定しにくいため，小脳脚や
半卵円中心などの白質もしくは橋を参照とした定量（Edison et al., 2012）も試みられて
いる。ちなみに，J-ADNIのアミロイドコアを担当している東京都健康長寿医療センター
では自動 ROI設定として，MRIテンプレート上で ROIを作成し，SPMの DARTELを
用いて患者脳に位置合わせを行い，小脳皮質を参照として定量している。







ある。ApoEはおもに 2型・3型・4型があり，遺伝子はεを用いてε 2・ε 3・ε 4などと，











　PIB PETと ApoE測定を施行した ものわすれ外来の総受診者における ApoE4陽
性者は 34％（50/149），うちアルツハイマー病と診断された患者の ApoE4陽性者は
43％（31/72）であった。ApoE4の有無と PIB集積陽性率を比較したところ，総受




Tsujisss, Public Central Hospital of Matto Ishikawa 
Logan plot 
Logan J, et al. JCBFM 1996; 16: 834-840.  
Tissue with specific 
binding, C(t) 



































































Tsujisss, Public Central Hospital of Matto Ishikawa 
DVR画像と後期像の比較 


















陰性 疑い 陽性 陽性率
E4陰性 99 49 15 35 51%
　E3/2 20 9 3 8 55%
　E3/3 75 36 12 27 52%
　E3/5 4 4 0 0 0%
E4陽性 50 8 7 35 84%
　E4/2 1 0 0 1 100%
　E4/3 45 8 5 32 82%
　E4/4 3 0 1 2 100%
　E4/5 1 0 1 0 100%





陰性 疑い 陽性 陽性率
E4陰性 41 10 7 24 76%
　E3/2 5 0 0 5 100%
　E3/3 34 8 7 19 76%
　E3/5 2 2 0 0 0%
E4陽性 31 1 5 25 97%
　E4/2 1 0 0 1 100%
　E4/3 26 1 3 22 96%
　E4/4 3 0 1 2 100%
　E4/5 1 0 1 0 100%






陰性 疑い 陽性 陽性率
E4陰性 99 79 6 14 20%
　E3/2 20 17 1 2 15%
　E3/3 75 58 5 12 23%
　E3/5 4 4 0 0 0%
E4陽性 50 25 9 16 50%
　E4/2 1 0 0 1 100%
　E4/3 45 22 9 14 51%
　E4/4 3 2 0 1 33%
　E4/5 1 1 0 0 0%





陰性 疑い 陽性 陽性率
E4陰性 41 27 1 13 34%
　E3/2 5 3 0 2 40%
　E3/3 34 22 1 11 35%
　E3/5 2 2 0 0 0%
E4陽性 31 11 7 13 65%
　E4/2 1 0 0 1 100%
　E4/3 26 8 7 11 69%
　E4/4 3 2 0 1 33%
　E4/5 1 1 0 0 0%




　SUVR算出についてご教示いただきました 東京都健康長寿医療センター 研究所 石
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線条体集積例 
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